
  １８．市　民　所　得

単位：百万円，％

実 数 構成比 実 数 構 成 比 増加率 実 数 構 成 比 増加率

6,120 6.6 4,174 4.4 △ 31.8 4,839 5.2 15.9

1,058 1.1 974 1.0 △ 8.0 1,003 1.1 3.0

88 0.1 74 0.1 △ 15.5 94 0.1 26.7

4,974 5.3 3,126 3.3 △ 37.2 3,742 4.0 19.7

21,877 23.5 24,752 26.3 13.1 23,241 24.9 △ 6.1

74 0.1 64 0.1 △ 14.5 67 0.1 6.1

18,601 19.9 21,827 23.2 17.3 19,668 21.0 △ 9.9

3,201 3.4 2,862 3.0 △ 10.6 3,506 3.8 22.5

64,689 69.4 64,614 68.8 △ 0.1 64,933 69.5 0.5

1,533 1.6 1,650 1.8 7.7 1,587 1.7 △ 3.9

5,503 5.9 5,806 6.2 5.5 5,672 6.1 △ 2.3

2,683 2.9 2,645 2.8 △ 1.4 2,606 2.8 △ 1.5

11,625 12.5 11,851 12.6 1.9 12,026 12.9 1.5

10,794 11.6 10,126 10.8 △ 6.2 10,418 11.2 2.9

1,764 1.9 1,848 2.0 4.7 1,846 2.0 △ 0.1

15,951 17.1 16,171 17.2 1.4 16,451 17.6 1.7

12,237 13.1 11,946 12.7 △ 2.4 11,664 12.5 △ 2.4

電気・ガス・水道業 767 0.8 742 0.8 △ 3.4 742 0.8 0.1

サ ー ビ ス 業 4,752 5.1 4,612 4.9 △ 3.0 4,511 4.8 △ 2.2

公 務 6,718 7.2 6,593 7.0 △ 1.9 6,411 6.9 △ 2.8

2,601 2.8 2,572 2.7 △ 1.1 2,664 2.9 3.6

サ ー ビ ス 業 2,601 2.8 2,572 2.7 △ 1.1 2,664 2.9 3.6

計 92,686 － 93,540 － 0.9 93,013 － △ 0.6

1,066 1.1 850 0.9 △ 20.3 845 0.9 △ 0.6

496 0.5 418 0.4 △ 15.6 424 0.5 1.3

93,256 100.0 93,972 100.0 0.8 93,433 100.0 △ 0.6

平 成 22 年 度
区 分

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

サ ー ビ ス 業

運 輸 業

金 融 ・ 保 険 業

林 業

水 産 業

第 2 次 産 業

鉱 業

平 成 20 年 度 平 成 21 年 度

第 1 次 産 業

　　1．産業別市内総生産

不 動 産 業

（控除）総資本形成に係る消費税

対 家 計 民 間 非 営 利
サ ー ビ ス 生 産 者

農 業

製 造 業

情 報 通 信 業

資料：市町村民所得推計報告書（注：平成20・21年度は遡及改定値）

建 設 業

第 3 次 産 業

卸 売 ・ 小 売 業

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

輸入品に課される税・関税

市  内  総  生  産
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単位：百万円，％

　【いちき串木野市の人口（人）】

　【鹿児島県の人口（人）】

　【国の人口（千人）】

（％）

（％）

　 （注1：県民所得は「県民経済計算」，国民所得は「国民経済計算」の値）

　　2．市民所得の分配

　　3．市民（県民・国民）所得の推移

3,593

44,911

38,029

雇 用 者 報 酬

賃 金 俸 給

雇 主 の 現 実 社 会 負 担

雇 主 の 帰 属 社 会 負 担

21,154

0.0 5.8

△ 0.0

（ 億 円 ）

6,032

区 分

（ 千 円 ）

67,964

　

2,143

－ － 

－ － 

（ 百 万 円 ）

2.0△ 3.4

△ 0.3

1.3 5.9

△ 0.0

△ 0.5

5.5

△ 3.5 2.0

△ 1.0 △ 0.8

△ 0.4

2,770 2,676 2,729

128,053 128,030 128,029

2,263 2,264 2,396

77.4 81.1 84.2

94.7

1,712,128 1,706,242

95.8 95.9

2,170 2,298

3,425,189 3,492,777

3,894,414

31,716 31,398 31,144

3,877,073 4,088,375

67,963,747 68,147,461 71,572,205 0.3 5.0

平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度 20

2,298 － 

6,424 9.4

21

5.9

対前年度増加率（ ％）

4.1

71,572 100.0

6,688 9.3

68,147 100.0 0.3 5.0

22.0

121 0.2 △ 40.3 183 0.3 51.5

17,829 24.9

34.524,700

20.1 14,609 21.4 7.1

31.0 6.429.2

△ 3.2

104 0.2 9.2 105 0.1 0.8

16.8

13.5

0.1

5.2 △ 1.8 3,417 4.83,5295.3

△ 0.8

△ 6.3

△ 598 △ 0.9 16.6

7.9△ 1.6 5,653

2,843 4.0

△ 678

△ 0.3

8.5

2.3 1,883 2.8 18.6 1,621 2.3

7.8

△ 13.9

△ 0.9

5,209

4.7 3,035

36,867 54.1 △ 3.1 36,755 51.4

7.6

－ 2,170

個 人 企 業

4.5 △ 4.4

－ 1.3

対 家 計 民 間
非 営 利 団 体

企 業 所 得

100.0

8.9

県 民 所 得

1 人 当 た り 県 民 所 得

（ 千円）

（ 千円）

市 民 所 得 （ 分 配 ）

1 人当たり市民所得（千円）

市 民 所 得

実 数

6.5

1,588

3,175

△ 512

202

1 人 当 た り 市 民 所 得

3,547,672

1,720,785

2,143

0.3

国 民 所 得

公 的 企 業

平 成 20 年 度

実 数

19,878

13,643

95

56.0

財 産 所 得

一 般 政 府

5,294

61.5△ 2.1

構 成 比

0.266.1 43,958 64.5 44,029

平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

実 数
区 分

構 成 比 増 加 率 実 数 構 成 比 増 加 率

家 計

資料：市町村民所得推計報告書，県統計年鑑，県民経済計算年報　（平成20・21年度は遡及改定値）

資料：市町村民所得推計報告書　（平成20・21年度は遡及改定値）

〔市／県〕

1 人 当 た り 格 差

1 人 当 た り 格 差

〔市／国〕

1 人 当 た り 国 民 所 得 （ 千円）

民 間 法 人 企 業
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項目 総人口

市名 （人） 総額（千円）
増加率
（％)

総額（千円）
増加率
（％)

実額（千円）
増加率
（％)

対 県 計
格差 (％ )

鹿 児 島 市 605,846 1,962,283,184 2.4 1,625,315,702 4.3 2,683 4.1 112.0

鹿 屋 市 105,070 325,514,963 2.7 242,790,763 5.3 2,311 5.0 96.4

枕 崎 市 23,638 89,465,630 △ 3.9 56,027,724 3.0 2,370 4.0 98.9

阿 久 根 市 23,154 63,298,531 0.5 47,016,835 4.8 2,031 6.4 84.8

出 水 市 55,621 148,880,350 1.2 121,240,371 5.1 2,180 5.9 91.0

指 宿 市 44,396 126,847,509 1.3 91,391,418 3.1 2,059 3.9 85.9

西 之 表 市 16,951 45,922,621 1.9 34,529,548 2.4 2,037 3.6 85.0

垂 水 市 17,248 45,444,383 △ 3.1 35,002,117 3.8 2,029 5.7 84.7

薩 摩 川 内 市 99,589 449,145,690 16.5 263,935,610 11.5 2,650 12.1 110.6

日 置 市 50,822 129,494,680 0.7 111,304,895 4.6 2,190 5.1 91.4

曽 於 市 39,221 113,731,368 △ 7.1 78,067,012 2.8 1,990 4.5 83.1

霧 島 市 127,487 476,814,249 9.9 333,066,286 11.6 2,613 11.8 109.0

いちき串木野市 31,144 93,433,480 △ 0.6 71,572,205 5.0 2,298 5.9 95.9

南 さ つ ま 市 38,704 105,481,116 1.2 78,135,751 3.5 2,019 5.1 84.3

志 布 志 市 33,034 122,147,903 0.2 75,194,484 4.5 2,276 5.6 95.0

奄 美 市 46,121 128,095,293 0.9 97,913,445 3.7 2,123 4.8 88.6

南 九 州 市 39,065 123,105,290 3.7 81,465,870 6.4 2,085 8.0 87.0

伊 佐 市 29,304 110,409,973 2.4 71,300,620 8.3 2,433 10.4 101.5

姶 良 市 74,809 164,405,736 2.8 169,120,735 3.8 2,261 3.3 94.4

資料：平成21年度市町村民所得推計報告書（注：平成24年3月31日現在の県下19市を表示）

　

市 内 総 生 産 市 民 所 得 人 口 1 人 当 た り 市 民 所 得

　　4．県下各市の市民所得主要指標
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第1章　市民所得の概念

市民所得推計は次のようなことに利用できます。

産業別市内純生産

市民所得

問わず把握するもの です。市民ベースは，市内居住者が 地域の いかんを問わず生み出した

だけではなく， 法人企業， 政府機関など経済主体全般に適用されます。

　1．市民所得推計の目的と利用

企業利潤などの所得を形成します。また経済主体面からみれば，各経済主体に分配され，企業所得，

財産所得などを形成します。 したがって， 市民所得は市民ベースであり， 他の市町村で発生したもの

所 得 を 把 握 す る も の で あ り ま す 。 こ の 推 計 で は ， 産 業 別 生 産 額 ・ 純 生 産 は 市 内 ベ ー ス で

産業別市内純生産とは， 一定期間（通常１カ年）に市内各産業部門の生産活動によって，新たに

生み出された純生産物の価値の貨幣評価額を示したものです。 この市内純生産は市内ベース

付加価値を把握する場合，市内ベース（属地主義）と市民ベース（属人主義）とがあります。

市内ベースは，市行政区域内で生み出された所得を，その生産に携わった者の居住地のいかんを

市民所得推計は，生産，分配面から本市経済の実態を明らかにして，県経済における市経済の位

市民の所得の規模等を明らかにすることで， 地域経済の実態を包括的に把握することができ，(1)

置を示すとともに，地域分析や政策立案にも役立たせようとするものであります。

(2)

(3)

市行財政の指向すべき目標を設定することが可能となります。

であっても市民ベースでとらえるので， この所得は純粋ないちき串木野市の所得と言えます。

れた所得は， それが市外の人のものであっても， 一応市内の所得として算入されることになります。

でとらえますので， その発生所得はいちき串木野市民だけの所得とは限りません。 市内で生産さ

市民所得は，生産要素を提供した市内の居住者に帰属する所得として把握されます。これを機能

面から見た場合には， 各産業要素である土地， 労働， 資本などに分配され， それぞれ地代， 賃金，

把 握 し ， 市 民 所 得 は 市 民 ベ ー ス で 把 握 す る こ と と し ま す 。 こ の 場 合 の 居 住 者 と は ， 個 人

(1)

(2)

長期経済や地域開発計画の策定を有効適切に行うことができます。

出す）された価値を，貨幣価値で評価したものです。

　2．市民所得の概念

(4)

市の所得水準及び経済の成長率が明示されることから，県全体に対する本市の位置を判定する

ことができ，統一された概念及び推計方法のもとに地域間の比較が可能となります。

生産面では，市内の産業構造の実態を明らかにすることによって，所得との関連において産業

市民所得とは，一定期間 （ 通常１カ年） において市内居住者の生産活動により，新たに付加（生み

施策の方向を決定することができます。
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市民所得推計の諸概念と相互関連図

生

産

分

配

「総（グロス）」概念と「純（ネット）」概念

「市場価格表示」と「要素費用表示」

「市内」概念と「市民」概念

 ◆関係式　：　市民所得 ＝ 市内所得 ＋ 市外からの純所得

 ものを「総」概念と呼び，含まないものを「純」概念と呼ぶ。

市内概念とは，市内の居住者か否かに関わらず，市という区域の中で生み出された付加価値を把握

 する方法。

市民概念とは，市内の居住者が生み出した付加価値をその生産にあたった地域のいかんを問わずに

要素費用表示とは，財貨・サービスの生産のために必要な要素（土地，労働，資本）に対する費用で

 評価する方法。

◆関係式　：　市内純生産（要素費用表示） ＝ 市内純生産（市場価格表示） － 純間接税（間接税－補助金）

固定資本減耗（建物，設備，機械などの固定資産の将来の代替のための費用）を付加価値に含んだ

公

的

個

人

（ 市 民 所 得 ）

 把握する方法。

◆関係式　：　市内純生産（市場価格表示） ＝ 市内総生産（市場価格表示） － 固定資本減耗　

市場価格表示とは，文字どおり市場で取引される価格で表示する方法。

⒉

⒈

⒊

（ 市 内 所 得 ）

市 外
か ら の
純 所 得

雇 用 者 報 酬

財産所得 企業所得

政

府

対

家

家

計

法

人

雇 用 者 報 酬

財産所得 企業所得

政

府

対

家

家

計

法

人

公

的

個

人

市 内 産 出 総 額

市 内 総 生 産 （ 市 場 価 格 表 示 ）
中 間
投 入

市 内 純 生 産 （ 市 場 価 格 表 示 ）
固 定 資 本
減 耗

市 内 純 生 産 （ 要 素 費 用 表 示 ） 純 間 接 税
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 第2章　市民所得の概要

産業が微増、第２次産業が減となっている。

第１次産業

第２次産業

前年度より644百万円（22.5％）増の3,506百万円となった。

第３次産業

280百万円（1.7％）増の16,451百万円となった。 

第3次産業全体では、前年度に比べ319百万円（0.5％）の若干のプラス成長となった。

千円に対しては95.9％、国民所得2,729千円に対しては84.2％となった。

（5.9％）増の2,298千円となり、これを1人当たり県民所得及び国民所得と比較すると、県民所得2,396

企業所得では、全体の大部分を占める民間法人企業が3,220百万円（22.0％）の増となったため、全体

雇用者報酬では、全体の大部分を占める賃金俸給が112百万円（0.3％）の減となったが、雇主の現実

財産所得では、全体の大部分を占める家計が112百万円（3.2％)の減となったため、全体として

この結果、平成22年度の市民所得71,572百万円を1人当たり市民所得でみると, 前年度より128千円

としては，前年度に比べ3,546百万円（16.8％）の増加となった。

616百万円（19.7％）増の3,742百万円となった。

は、前年度に比べ192百万円（6.3％）の減少となった。

第2次産業全体では、前年度に比べ1,511百万円（6.1％）のマイナス成長となった。

第1次産業全体では、前年度に比べ665百万円 （15.9％）のプラス成長となった。　

平成22年度市民所得は総額71,572百万円で、前年度に比べ3,425百万円（5.0％）増加している。

また、分配項目別にみると、雇用者報酬は44,029百万円で61.5％、財産所得は2,843百万円で4.0％、

第3次産業の市内総生産額64,933百万円を産業別にみると、電気・ガス・水道業は前年度より63百万

　2．市民所得の分配

(3)

円（3.9％）減の1,587百万円となったが、運輸業は292百万円（2.9％）増の10,418百万円、サービス業も

社会負担が444百万円(8.5％)増となったため、全体としては、前年度に比べ 71百万円（0.2％）の

増加となった。

企業所得は24,700百万円で34.5％の構成割合となっている。

　1．市内総生産

平成22年度市内総生産は総額93,433百万円で、前年度に比べ539百万円（0.6％）減少している。

百万円で24.9％、第3次産業が64,933百万円で69.5％であり、第１次産業の構成割合が増となり、第3次

（9.9％）減の19,668百万円となったが、鉱業は前年度より3百万円（6.1％）増の67百万円、建設業も

これを産業別にみると、生産額及び構成比は、第1次産業が4,839百万円で 5.2％、第2次産業が23,241

(1)

第1次産業の市内総生産額4,839百万円を産業別にみると、農業は前年度より29百万円（3.0％）増

の1,003百万円となったうえ、林業も前年度より20百万円 （26.7％)増の94百万円、水産業も前年度より

第2次産業の市内総生産額23,241百万円を産業別にみると、製造業は前年度より2,159百万円

(2)
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